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1

今
回
の
訴
訟
事
例
紹
介
に
つ
い
て

今
回
紹
介
す
る
事
例
は
、
私
有
地
で
あ
る
道
路
沿
い
斜

面
の
盛
土
が
豪
雨
に
よ
り
崩
壊
し
、
当
該
斜
面
下
方
に
存

す
る
家
屋
が
倒
壊
し
た
事
例
で
あ
る
。

本
事
例
に
お
い
て
は
、

①
降
雨
に
よ
る
流
水
が
集
中
す
る
谷
筋
に
設
置
さ
れ
た
当

該
道
路
に
十
分
な
排
水
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
た
か
、

②
道
路
管
理
者
に

｢公
の
営
造
物
｣
で
は
な
い
私
有
地
の

盛
土
の
崩
壊
を
防
止
す
る
義
務
が
あ
る
か
、

が
争
点
と
な
っ
た
。
本
事
例
は
、
法
面
の
崩
壊
に
起
因
す

る
事
故
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
春
を
迎
え
る
こ
の
時

期
、
雪
解
け
や
雨
の
影
響
に
よ
り
、
特
に
、
軟
弱
、
急
峻

な
地
形
に
存
す
る
道
路
に
お
い
て
は
地
盤
等
に
崩
壊
が
生

じ
、
管
理
瑕
疵
が
問
わ
れ
る
事
態
が
生
じ
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
本
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
と

し
た
。

2

事
件
の
概
要

被
告
宮
城
県
の
管
理
す
る
県
道
女
川
牡
鹿
線

(以
下
、

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)
に
お
い
て
、
本
件
道
路
沿
い
の

斜
面

(私
有
地
。
以
下

｢本
件
土
地
｣
と
い
う
。)
に
盛

土
さ
れ
た
土
砂

(以
下
、
｢本
件
盛
土
｣
と
い
う
。)
が
、

豪
雨
に
よ
り
崩
壊
し
、
当
該
斜
面
下
方
に
存
す
る
原
告
ら

所
有
の
家
屋
を
倒
壊

(以
下
、
｢本
件
事
故
｣
と
い
う
。)

さ
せ
た
。
原
告
ら
は
、
本
件
事
故
が
、
被
告
の
営
造
物
で

あ
る
本
件
盛
土
又
は
本
件
道
路
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
に

よ
り
、
本
件
盛
土
内
部
に
多
量
の
雨
水
が
流
入
し
た
結
果

発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
被
告
に
対
し
、
国
賠
法

第
二
条
第
一
項
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。

(請
求
額
二
億
四
、
九
七
五
万
二
、
一
五
五
円
)

3

原
告
の
主
張

①

本
件
道
路
の
排
水
施
設
に
つ
い
て

本
件
事
故
は
、
本
件
道
路
下
に
浸
透
し
た
雨
水
に
よ
っ

て
地
下
水
位
が
上
昇
し
、
本
件
盛
土
下
部
の
含
水
量
が
増

大
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
事
故
現
場

付
近
に
お
い
て
、
本
件
道
路
は
谷
筋
を
横
断
す
る
形
で
設

置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
降
雨
時
に
は
多
量
の
雨
水
が

本
件
道
路
手
前
で
地
下
に
浸
透
し
本
件
盛
土
の
下
に
伏
流

す
る
た
め
、
本
件
道
路
を
設
置
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
道

路
部
分
の
地
下
の
水
抜
き
ト
ン
ネ
ル
等
の
排
水
施
設
を
設

置
し
、
地
下
水
に
よ
り
本
件
盛
土
下
部
の
地
盤
が
脆
弱
化

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
必
要
が
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
よ
う
な
排
水
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
件
道
路
海
側
に
設
置
さ
れ
た
側
溝

(以
下
、

｢海
側
側
溝
｣
と
い
う
。)
の
流
末
部
か
ら
雨
水
が
集
中
的

に
本
件
盛
土
上
に
流
下
し
、
本
件
道
路
山
側
に
設
置
さ
れ

た
側
溝

(以
下
、
｢山
側
側
溝
｣
と
い
う
。)
か
ら
の
溢
水

が
本
件
盛
土
上
に
大
量
に
流
入
し
た
こ
と
も
本
件
事
故
発

生
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
本
件
事
故
当
時
、
海
側
側
溝

は
、
流
末
部
が
本
件
盛
土
の
上
に
閉
口
し
、
流
水
を
斜
面

下
方
ま
で
導
水
す
る
配
水
管
等
の
流
末
排
水
施
設
が
設
け

ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
件
盛
土
上
に
た
れ
流
し
の
状
態
で
放

流
さ
れ
て
お
り
、
山
側
側
溝
は
、
落
葉
や
雑
草
、
泥
等
が

堆
積
し
、
排
水
施
設
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
か

っ
た
。
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宮
城
県
道
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崩
壊
事
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損
害
賠
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求
事
件

ー
崩
壊
し
た
私
有
地
の
盛
土
が
家
屋
を
崩
壊
さ
せ
た
事
例
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



図 1 本件事故現場付近断面図

②

本
件
盛
土
の
崩
壊
に
関
す
る
道
路
管
理
者
の
責
任
に

つ
い
て

本
件
盛
土
は
、
本
件
事
故
以
前
に
本
件
道
路
北
側
法
面

が
崩
壊
し
崩
土
が
路
面
を
覆
っ
た
際
、
当
該
崩
土
を
投
棄

す
る
た
め
、
被
告
が
本
件
土
地
所
有
者
の
許
諾
を
得
て
盛

土
工
事
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
盛
土
さ
れ
た
箇
所
は
、

約
六
〇
度
の
勾
配
を
有
す
る
急
峻
な
斜
面
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
盛
土
が
不
安
定
化
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
、
盛
土
内
部
に
地
下
水
の
排
水
施
設
を

設
置
し
た
り
す
る
等
の
措
置
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

よ
う
な
対
策
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
件
盛
土
が
私
有
地
内
に
存
し
、
被
告
の
所
有

で
は
な
い
に
し
て
も
、
本
件
道
路
に
崩
落
し
た
土
砂
を
交

通
開
放
の
目
的
で
捨
土
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
道
路

排
水
の
流
末
処
理
場
と
し
て
利
用
し
て
き
た
こ
と
か
ら
す

れ
ば
、
本
件
道
路
の
維
持
管
理
上
の
施
設
の
一
部
と
み
な

す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
道
路
と
一
体
を
な
す

｢公
の
営
造

物
｣
に
当
た
る
。

こ
の
よ
う
に
、
本
件
事
故
は
、
公
の
営
造
物
で
あ
る
本

件
盛
土
又
は
本
件
道
路
の
設
置
、
管
理
の
瑕
疵
に
よ
り
、

本
件
盛
土
内
部
に
多
量
の
雨
水
が
流
入
し
た
結
果
、
発
生

し
た
も
の
で
あ
る
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収
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4

被
告
の
主
張

①

本
件
道
路
の
排
水
施
設
に
つ
い
て

本
件
道
路
は
、
谷
筋
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
流
水
の

形
跡
は
な
く
、
本
件
事
故
の
際
に
、
本
件
道
路
の
一
部
で

も
崩
壊
し
た
事
実
は
な
い
。
本
件
事
故
当
時
、
豪
雨
の
影

響
に
よ
り
多
量
の
雨
水
が
流
下
し
た
が
、そ
の
大
部
分
は
、

本
件
道
路
の
盛
土
で
堰
き
止
め
ら
れ
、
そ
の
一
部
は
山
側

側
溝
に
流
入
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雨
水
が
道
路
下

を
く
ぐ
っ
て
流
れ
た
事
実
は
な
い
か
、
あ
っ
て
も
ご
く
わ

ず
か
で
あ
り
、
本
件
道
路
に
地
下
排
水
施
設
を
設
け
る
必

要
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、
本
件
事
故
当
時
、
山
側
側
溝
が
土
塊
、
落
葉
等

の
堆
積
物
で
埋
ま
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
な
く
、
海
側

側
溝
も
、
流
末
部
は
本
件
盛
土
か
ら
一
四
、
五
m
離
れ
て

お
り
、
流
水
が
本
件
盛
土
上
に
放
流
さ
れ
る
状
態
に
は
な

か
っ
た
。
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②

本
件
盛
土
の
崩
壊
に
関
す
る
道
路
管
理
者
の
責
任
に

つ
い
て

本
件
盛
土
は
、
本
件
道
路
の
改
良
工
事
の
際
に
、
本
件

土
地
所
有
者
か
ら
当
該
工
事
に
よ
り
生
じ
た
残
土
を
盛
土

し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
要
請
に
応
じ
て
、
被
告
が
盛
土
工

事
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
盛
土
工
事
に
つ
い
て
被
告
が

関
与
し
て
い
た
と
し
て
も
、
本
件
盛
土
は
、
私
有
地
内
に

設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
形
成
さ
れ
る
と
同

時
に
本
件
土
地
に
附
合
す
る
こ
と
と
な
り
、
被
告
が
そ
の

所
有
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
本
件
盛
土
は
、

専
ら
本
件
土
地
所
有
者
に
お
い
て
維
持
、
管
理
さ
れ
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
被
告
に
そ
の
管
理
の
権
限
も
義
務
も
存

←原告ら家屋



し
な
い
。
さ
ら
に
、
本
件
盛
土
は
、
本
件
土
地
の
宅
地
化

の
目
的
で
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
道
路
維
持
の
た
め

の
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
本
件
盛
土
は
、
｢公
の
営

造
物
｣
に
当
た
ら
ず
、
仮
に
、
本
件
盛
土
の
崩
壊
を
防
止

す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
所
有
者
の
義

務
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

5

判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

本
件
道
路
の
排
水
施
設
に
つ
い
て

本
件
道
路
は
、
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い
て
、
本
件

道
路
の
海
側
法
尻
に
接
続
し
て
本
件
盛
土
が
造
成
さ
れ
る

こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
斜
面
の
下
方
に

は
原
告
ら
の
家
屋
が
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
本
件
道
路
の

排
水
機
能
が
十
分
で
な
く
、
降
雨
等
の
影
響
に
よ
り
本
件

盛
土
が
崩
壊
し
た
場
合
に
は
、
原
告
ら
の
家
屋
、
生
命
等

に
危
険
が
及
ぶ
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
件
道
路
の

排
水
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
特
段
の
注
意
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

被
告
は
、本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
道
路
に
お
い
て
、

そ
の
海
側
と
山
側
に
側
溝
を
設
置
し
て
い
た
が
、
海
側
側

溝
は
、
流
末
部
が
本
件
盛
土
付
近
に
開
放
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
本
件
道
路
に
沿
っ
て
谷
部
を
横
切
る
形
で
設
置
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
本
件
盛
土
内
へ
の
雨
水
の
流
入
を
軽
減

で
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
流
水
が
集
中
す
る
谷
部
に
設

置
さ
れ
た
本
件
道
路
の
要
所
に
水
抜
き
施
設
が
設
置
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
地
下
水
位
の
上
昇
を
抑
え
る
機
能
を
有

し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

②

本
件
盛
土
の
崩
壊
に
関
す
る
道
路
管
理
者
の
責
任
に

つ
い
て

本
件
盛
土
は
、
被
告
が
所
有
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
本
件
盛
土
の
崩
壊
を
防
止
す
る
た
め
本
件

盛
土
に
水
抜
き
施
設
や
擁
壁
を
設
置
す
る
義
務
は
、
被
告

に
は
な
い
。
し
か
し
、
本
件
道
路
は
海
側
法
尻
に
接
続
し

て
本
件
盛
土
が
造
成
さ
れ
る
の
を
前
提
と
し
、
し
か
も
、

本
件
盛
土
工
事
は
被
告
が
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
件

道
路
及
び
そ
の
排
水
施
設
の
設
置
状
況
は
前
記
の
よ
う
で

施
設
し
か
備
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
か
ら
、
本
件
道
路
の
設
置
及
び
管
理
に
は
瑕
疵
が
あ
っ

た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
被
告
は
、
本
件
盛
土
が
国
賠
法
第
二
条
第
一
項

に
い
う

｢公
の
営
造
物
｣
に
当
た
ら
な
い
こ
と
を
理
由
に

責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
被
告
は
、
本
件
道
路
を
設
置
し
た
こ

と
に
伴
う
降
雨
時
の
流
水
の
本
件
盛
土
へ
の
影
響
を
検
討

し
、
そ
の
崩
壊
の
危
険
性
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
本
件
盛
土
に
水
抜
き
施
設
や
擁
壁
を
設
置

す
べ
き
も
の
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
本
件
盛
土
の
所
有

者
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
施
設
の
設
置
を
要
請
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
仮
に
所
有
者
が
そ
の
要
請
に
応
じ
な
い
の
で
あ

る
な
ら
ば
、
本
件
道
路
に
接
続
し
て
降
雨
時
に
崩
壊
の
危

険
性
の
あ
る
盛
土
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
危

険
を
防
止
す
べ
き
排
水
施
設
等
の
設
置
を
検
討
す
べ
き
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
盛
土
の
現
状
を
前
提
に
し
て
本
件
道
路

の
管
理
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

る
。以

上
に
よ
れ
ば
。
本
件
事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
件
道
路
は
、
極
め
て
不
十
分
な
排
水
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